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委
員
会
の
審
議
案
件
は
、
市
長

提
出
議
案
４
件
、
請
願
１
件
で
す
。�

　
は
じ
め
に
第
72
号
議
案
　
工
事

請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
を
審
議
し
ま
し
た
。�

　
第
１
調
整
池
の
機
械
器
具
設
置

工
事
の
変
更
契
約
で
、
除
塵
機
・

搬
出
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
・
天
井
ク

レ
ー
ン
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。�

追
加
機
械
器
具
設
置
の
予
定
価
格
、

変
更
金
額
の
内
容
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
除
塵
機
は
３
千
万
円
程

度
に
な
り
、
３
千
万
円
の
請
負
差

額
と
当
初
の
２
億
９
千
万
円
の
要

望
し
て
い
た
３
千
万
円
を
加
え
て

設
計
変
更
し
た
と
の
答
弁
が
あ
り
、

賛
成
全
員
で
し
た
。�

第
74
号
議
案
　
平
成
20
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
担
当

分
で
は
、
道
路
維
持
補
修
事
業
の

工
事
請
負
費
の
補
正
内
容
は
と
の

質
疑
に
対
し
、
５
路
線
の
内
容
に

つ
い
て
、
市
道
３
―
４
８
４
号
線

は
、
道
路
冠
水
、
舗
装
補
修
で
、

ま
た
小
松
川
に
搬
入
す
る
大
型
車

の
増
加
の
道
路
補
修
等
で
、
今
年

度
は
残
り
７
路
線
で
す
、
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
公

園
の
い
た
ず
ら
被
害
の
質
疑
が
あ

り
、
ア
ク
ア
パ
ー
ク
ト
イ
レ
の
ド

ア
破
損
、
関
公
園
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス

火
災
な
ど
で
職
員
が
夜
間
パ
ト
ロ

ー
ル
等
実
施
し
て
い
る
。
次
に
中

川
流
域
下
水
道
負
担
金
増
額
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
水
洗
化
率
の

向
上
や
不
明
水
な
ど
に
よ
り
水
量

が
増
加
し
た
た
め
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
姉
妹
都
市
交
流
事
業
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
原
油
高
騰

に
よ
る
航
空
運
賃
な
ど
の
燃
料
サ

ー
チ
ャ
ー
ジ
料
が
上
が
っ
た
こ
と

に
よ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

道
路
照
明
灯
整
備
事
業
増
額
補
正

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
電
気
料

金
の
値
上
げ
、
雷
被
害
、
市
民
設

置
要
望
補
正
予
算
内
容
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
破
砕
機

整
備
は
修
繕
か
交
換
か
の
質
疑
が

あ
り
修
繕
で
す
と
の
答
弁
が
あ
り
、

最
後
に
不
況
対
策
の
検
討
は
と
の

質
疑
が
あ
り
、
答
弁
と
し
て
現
在

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
を
利

用
す
れ
ば
、
市
の
融
資
よ
り
も
低

利
で
一
〇
〇
％
保
証
で
融
資
を
受

け
ら
れ
る
の
で
こ
ち
ら
で
対
応
い

た
だ
き
た
い
と
あ
り
ま
し
た
。�

採
決
の
結
果
賛
成
全
員
で
し
た
。�

第
76
号
議
案
　
平
成
20
年
度
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
は
賛
成
全
員
で
し
た
。�

第
77
号
議
案
　
平
成
20
年
度
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
は
賛
成
全
員
で
し

た
。�

　
最
後
に
、
請
願
第
３
号
　
建
設

不
況
打
開
と
資
材
高
騰
へ
の
緊
急

対
策
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。
意
見
と
し
て
、
仕

事
が
な
く
て
も
従
業
員
に
賃
金
を

払
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
市
と

し
て
小
規
模
軽
微
な
工
事
の
追
加

登
録
を
年
度
内
に
行
い
、
融
資
の

利
子
補
給
拡
大
を
来
年
度
実
施
す

る
が
今
た
だ
ち
に
実
施
し
て
ほ
し

い
。地
元
企
業
へ
の
支
援
対
策
を

実
施
す
べ
き
。
建
築
確
認
が
お
り

ず
、設
計
会
社
も
廃
業
し
て
い
る
。

地
方
公
共
団
体
で
仕
事
を
発
注
す

る
必
要
が
あ
る
。
市
は
単
品
ス
ラ

イ
ド
条
項
を
９
月
１
日
よ
り
適
用

し
、１０
月
か
ら
適
用
範
囲
を
拡
大

し
た
が
、
地
元
に
お
け
る
不
況
対

策
は
必
要
で
あ
る
。�

　
採
決
の
結
果
賛
成
全
員
で
し
た
。�
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建
設
生
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友
部
駅
駅
舎
建
設
に
つ
い
て�

茨
城
県
笠
間
市�

　
平
成
２０
年
１０
月
６
日
、
茨
城
県

笠
間
市
・
Ｊ
Ｒ
友
部
駅
の
現
地
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
委
員
全
員
が

参
加
し
、
担
当
部
局
と
し
て
都
市

建
設
部
職
員
４
名
に
同
行
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
２３
年
度
中

の
新
駅
開
設
に
向
け
た
新
駅
駅
舎

建
設
の
調
査
・
研
究
を
目
的
と
し

た
行
政
視
察
で
し
た
。�

　
笠
間
市
議
会
土
木
建
設
委
員
長

挨
拶
の
後
、
笠
間
市
都
市
建
設
課

よ
り
Ｊ
Ｒ
友
部
駅
の
概
要
説
明
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
友
部
駅
は
平
成
１６
年
度
に
新
駅

駅
舎
と
し
て
橋
上
駅
舎
を
建
設
し
、

駅
周
辺
開
発
は
平
成
１６
年
度
か
ら

２０
年
度
ま
で
、
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
を
活
用
し
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

駅
舎
に
付
随
し
て
南
北
自
由
通
路

を
単
独
で
整
備
し
、
南
口
広
場
と

北
口
広
場
を
通
行
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
平
成
１９
年
３
月
に
橋

上
駅
舎
と
南
北
自
由
通
路
の
供
用

開
始
を
し
、
１
日
当
た
り
の
利
用

人
数
を
７
千
人
と
見
込
ん
で
い
ま

す
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
質
疑
と
し
て
は
、�

①
橋
上
駅
舎
の
考
え
は
②
積
立
金�

は
③
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
は
④
市
民
の

声
の
反
映
は
⑤
今
後
の
整
備
計
画

は
⑥
駅
舎
の
設
計
は
⑦
駅
等
の
維

持
管
理
は
等
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
答
弁
と
し
て
は�

①
南
北
の
地
域
差
が
あ
り
、
そ
の

解
消
の
た
め
橋
上
駅
舎
と
し
た
。�

②
平
成
１２
年
度
か
ら
１６
年
度
ま
で

に
１４
億
円
の
積
立
が
あ
っ
た
。�

③
南
北
自
由
通
路
は
市
負
担
の
建

設
で
、
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
は
し
な
く

て
も
よ
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
協

議
は
し
た
。�

④
笠
間
市
は
陶
芸
と
石
の
町
で
、

駅
出
口
に
笠
間
焼
の
陶
芸
版
を
設

計
し
た
。
市
民
か
ら
の
意
見
は
聞

い
て
い
な
い
。�

⑤
駅
北
口
、
南
口
整
備
は
地
区
計

画
を
設
定
し
整
備
し
て
い
る
。
駅

南
は
都
市
計
画
の
ま
ち
づ
く
り
の

中
で
、
地
域
の
意
見
を
聞
い
て
い

る
。�

⑥
駅
舎
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
設
計
し
、

笠
間
焼
を
盛
り
込
ん
で
も
ら
っ
た
。�

⑦
維
持
管
理
上
の
問
題
点
は
、
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
緊
急
停
止
時
の

対
応
。
ま
た
ハ
ト
が
南
北
自
由
通

路
に
来
て
し
ま
う
こ
と
等
。�

　
以
上
で
質
疑
を
終
え
、
Ｊ
Ｒ
友

部
駅
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。�

�

※
委
員
長
が
報
告
し
ま
し
た
。�

吉川小学校にて�

　
１０
月
２７
日
（
月
）・
２８
日
（
火
）

の
２
日
間
に
わ
た
り
、
文
教
福
祉

常
任
委
員
会
で
は
、
市
立
小
・
中

学
校
を
訪
問
し
、
現
状
を
確
認
い

た
し
ま
し
た
。�

　
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
あ
い
さ

つ
に
迎
え
ら
れ
、
校
長
先
生
を
は

じ
め
、
先
生
方
に
校
内
を
案
内
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
各
学
校
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ

り
、
そ
の
特
色
を
生
か
し
た
工
夫

が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。�

文
教
福
祉�

市
立
小
・
中
学
校
視
察�
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